
Ⅷ.群 分け管理
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I口生きものを扱うことにもうと関心と工夫―を :・ ・

(i)意 識して管理することの大切さ

少労働力
づ

技術の高度化

数頭づつまとめて飼っているから群分け管理をしているという事にはな りません。何 とな く群にし

ているような状態では群分け管理の利点は生かされません。意識 して群分けする事によって牛にとっ

ては発育が良 くな り、持って生まれた発育の可能性により接近する事ができます。そ してそれは人に

とっても、ムダな作業が少 くな り作業効率が上 ります。

育成牛 多数

佃体管理に限界あり

/
無意識野放図牛群

①パ ドックは泥々で乾燥しない。

湿った状態が長 く続き病原菌がいっぱい:

②ロールは泥まみれ。

引っ張り出して敷料になる。     ヽ

③全頭並んで食べられない飼槽や草架台。

弱い牛は急いで食べるが十分に食べれない。

④つかまえづらい施設。

逃げる→追う→つかまえる→なぐる→人に慣

れない。

⑤刻一刻と品質が悪くなる草架台のエサ。

⑥弱い牛はどんどん食い負ける。

⑦弱い牛は滅多に飲めない水`

③栄養の足りないエサ。

⑨食べづらい飼槽。

首を伸ばしてようやく届くエサ。

⑩濃厚飼料を補給すれば、強い牛だけが食べる:

⑪正体不明の育成牛群。

生年月日不明、種付状況不明、頭数不明。

⑫臭気強烈な管理場所。

意識的管理牛群

①平等に食べられる飼料。

安心して、ゆっくりと腹一杯食べられる。

②平等に好きなだけ自由に飲める新鮮な水。

③均等に発育する。

弱い牛、強い牛に対する気配り。弱い牛は 1

ランク下の群に移す。強い牛は 1ランク上の

群に移すなどの工夫と気くばり。

④乾燥した環境。

菌が減少し病気が減る。

⑤つかまえやすい。

おとなしく、人を信頼している。

⑥食べる気を起こさせる刺激的な給飼。

⑦食べやすい飼槽。

どこにもぶつからず、普通に立って、せっせ

と食べれる。

③特定の牛に特定量食べさせられる仕掛。

⑨個体の情報が管理されている。

生年月日、発情や種付状況など。

⑩換気良好居心地最高な管理場所。
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2.レ イアウトのまずきはアナタをとことん苦労させます

(:)施 設面

①牛の移動が楽一最短距離を移動する。

新しく施設をつくる場合や既存施設を効率良く使う改造、増築を考える場合、作業動線をしっ

かりと考えなおさねばなりません。出生一哺育―育成一分娩―搾乳―乾乳という一連の流れが

最短距離の移動で可能になるような施設の配置を考えましょう。

②人の作業動線を考える        ・

住宅を出てから親牛舎に行 くまでの径路でどのような管理作業をするかを考える。哺育牛は、

人間に慣れさせるためにも農場で人が良く通る場所で管理する事が望ましい。この事によって

哺育牛の異常を早期発見する事もできます。そのような事も含めて作業動線を考えましょう。

図-1 人 の作業動線と牛の移動例

図-1の ように人は住宅から分娩牛→乾予L牛→
育成牛」 哺育牛 |の流れで牛の状態を観察して

から搾乳牛舎へ入ります。哺育をするために 哺育牛 の所へ行 く。乾乳 ・分娩 ・育成牛舎の除

糞などの作業をするために 哺育牛 の前を通って移動する。全ての作業が終り住宅にもどる際

に途中 哺育牛 の前を通る。この例でいけば 4回 も哺育牛を観察する事が可能になります。牛

の移動は→で示す径路です。先に述べたように最短距離の移動で済むように考えます。このよ

うにできる限り作業が楽で牛の観察もできるような動線を考えましょう。

③機械の動線を考える

図-1に さらに機械の動線が加わります。給飼、除糞作業をどのような流れで行うか考えなけ

ればなりません。飼料貯蔵施設がどこにあるか、搾乳牛舎は対頭式か対尻式かフリース トール

か、乾乳 ・分娩 。育成牛の牛舎の形はどうなっているのかなどの条件をふまえて飼料を取 り出

しやす く、給与 しやすく、片づけやすい施設の配置や飼槽のデザインが重要です。

人にとっても牛にとっても都合の良い作業をするためにもどのような群に分けて、どのように

移動させるかを搾予L牛 ・乾乎L牛の移動も含めて考えるべきです。さらに人、機械の作業動線

牛の移動

人の動線

搾乳牛



も十分に考えて農場の全体図をつくりましょう。

④隣の群とゲー ト越しに接触できる。

常にゲー ト越 しで見合っていれば、隣の群に剛1染みやすくなります。さらに数頭づつ移動させ
る事で序列争いが分散し、ス トレス緩和にもつながります。

⑤つかまえやすい

種付けや何らかの目的のためにつかまえやすい施設にする。哺育期から人に馴れさせて、人を

敵と思わせなければ難なくつかまえられるようになります。そうなれば最高です。

(2)管 理面

①飼養目的別に群にする事によぅて管理作業の効率が上り、かつ牛にとっても適切な技術 (飼料

給与等)が 提供できます。それによって順調に発育していきますじ

②乾乳牛と同じ飼料を食べていても分娩間近の育成牛だけを1群で管理する事は発育の面で非常
に意味のある事です。

③混合飼料を給与する場合に1群当りの頭数が少なければ、エサの量も少ないので十分に混らな
いで選び食いされる恐れがあります。そうなれば、1頭 1頭配る方が効率良いかも知れません。
この場合盗食防止の工夫が必要です。

3.群 分けの具体例

以下に群分けの具体例を示 します。特に根室の場合には生後 5～ 6カ月以降に刈り遅れの乾草を与

えられて育成牛舎にほったらかしにされているような状況をよく目にします。この時期は先に述べた

通り乳腺が発達する時期でもあります:こ の時に刈り遅れの乾草を与えられて栄養不足になり、しか

もエネルギーとタンパクのバランスがくずれてしまえば発育不良で小太りの牛になります。このよう

な状況では体もデL腺も発達を阻害され将来の牛乳生産に悪影響を及ぼします。

根室地域の育成牛の発育は 5～ 7カ 月令頃より、発育の下限標準をずれてきます。これも4～ 5カ

月令以降の栄養不足が発育に大きく影響 しているからです。

時 期 管 理 の 要 点 群当た り頭数

哺育前期 (出生～ 7日 頃)

免疫付与

人への層1致

下痢をさせない

個体飼養が原則。

哺育後期 (8日 頃～離乳)

固形飼料の給与で第 1胃 を

発達させる。反すう機能を

早めに獲得する事が早期離

予しにつながります。そのた

めに良質な固形飼料の給与

が必要です。
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時 期 管 理 の 要 点 群当 り頭数

離デLしてから約2ケ月まで

離手Lと同時に群へ移さない

離乳のス トレスと群飼いの

ス トレスを重ねないために

離手L後1週間ぐらい以上は

個体飼養のままにする。

離乳後でも頭数が揃うまで

個体飼いが続 く事もある。

群行動べの馴致

3～ 5

離子L後約 2ケ月から

初発情まで

・乳腺の発達が特に活発な時

期なので太らせない。

・バランス良く栄養を充足さ

せる。
6～ 10

種付けから妊鑑まで

つけるための発情発見

ついた事の確認

妊娠マイナスか不明を確

認。それによって次の発情

を注意。

状況に応 じて

頭数を決める

妊鑑終了から分娩前 8週 まで

・安定 した時期

・流産に注意。

分娩前 8週 から3週 まで

・胎児が急速に発育する時期

胎児の発育と母牛の増体を

考えた飼料給与

・コンディションを維持する

分娩前 3週 から分娩まで

乾乳牛 と二緒にする事で経

産牛群への目1致

成牛舎への副‖致

コンディションを維持する

群分けの方法は 1つではありません。飼養頭数、飼料内容、労働力、施設の種類や配置によって色

々な分け方があります。先に述べたように農場全体のレイアウ トを考えます。牛、人、機械の動線が

スムーズで、群分けが可能で、移動は最短距離で済む…というようなレイアウ トを考えるのです。そ

れによって作業が楽になり、牛は発育能力を十分に発揮する事になり、多くの利益が得られるのです。
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